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『
方
丈
記
』
鴨
長
明

 

杉　

本　

亜　

由　

美

　

数
多
の
日
本
古
典
文
学
作
品
の
中
で
も
屈
指
の
名
文
と
い
わ
れ
て
い
る
鴨
長

明
が
著
し
た
『
方
丈
記
』。
著
者
で
あ
る
長
明
自
身
が
自
ら
体
験
し
た
り
、
見

聞
し
た
安
元
の
大
火
、
治
承
の
辻
風
、
福
原
遷
都
、
養
和
の
飢
饉
、
元
暦
の
大

地
震
、
そ
し
て
晩
年
の
方
丈
の
庵
に
お
け
る
閑
居
生
活
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
表
現

豊
か
な
文
章
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
こ
の
『
方
丈
記
』
を
現
代
の
事
柄
に

置
き
換
え
現
代
人
が
共
鳴
で
き
る
作
品
と
し
て
、『
方
丈
記
』
研
究
第
一
人
者

浅
見
和
彦
氏
が
新
校
訂
原
文
、
現
代
語
訳
、
評
言
を
呈
し
た
『
方
丈
記
』
解
説

本
で
あ
る
。

　

本
書
の
構
成
は
、
方
丈
記　

原
文
、
方
丈
記　

訳
・
評
（
安
元
の
大
火
・
治

承
の
辻
風
・
福
原
へ
の
遷
都
・
養
和
の
飢
饉
・
元
暦
の
大
地
震
・
住
み
に
く
き

世
・
あ
ら
れ
ぬ
世
・
仮
の
庵
の
あ
り
よ
う
・
草
庵
の
生
活
・
仮
の
庵
も
ふ
る
さ

と
な
り
・
手
の
奴
、
足
の
乗
り
物
・
終
章
）
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
書
の
『
方
丈
記
』
の
本
文
は
大
福
光
寺
所
蔵
本
（
複
製
）
を
中
心

に
他
の
諸
本
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
読
み
易
さ
を
第
一
に
考
え
、
漢

字
等
を
あ
て
、
段
落
を
も
う
け
、
い
く
つ
か
の
章
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
『
方
丈
記
』
に
ふ
れ
た
こ
と
が
な
い
初
心
者
に
も
非
常
に
理
解
し
易
く

作
成
さ
れ
て
い
る
本
文
で
あ
る
。

　

本
書
の
特
徴
に
ふ
れ
た
い
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
分
か
り
易
い
表
現
で

つ
け
ら
れ
て
い
る
現
代
語
訳
で
あ
る
。
先
程
述
べ
た
『
方
丈
記
』
本
文
と
同
様

に
こ
ち
ら
も
読
み
易
さ
を
第
一
に
考
え
て
、
平
易
な
理
解
し
易
い
表
現
で
現
代

語
訳
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、『
方
丈
記
』
の
古
典
の
世
界
を
よ
り
具
体
的
に
想

像
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

次
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
『
方
丈
記
』
の
理
解
の
助
け
と
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
、
背
景
、
時
代
、
現
代
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
評
言
で
あ
る
。『
方
丈
記
』
の
時
代
を
、
実
に
見
事
に
現
代
に
な
ぞ
ら
え
て

お
り
、
例
え
ば
、
長
明
の
方
丈
庵
で
の
生
活
を
現
代
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー

ト
の
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
生
活
、『
方
丈
記
』
の
「
つ
ね
に
歩
き
、
つ
ね
に
は
た
ら
く

は
、
養
性
な
る
べ
し
」
と
い
う
表
現
を
現
代
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め
な
ど
、

長
明
は
鎌
倉
時
代
に
す
で
に
平
成
の
こ
の
世
を
予
見
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
本
書
の
特
徴
と
し
て
、
写
真
や
絵
が
豊
富
に
載
せ
て
あ
る
と
こ
ろ
も

挙
げ
ら
れ
る
。
長
明
ゆ
か
り
の
下
鴨
神
社
、
長
明
が
幼
少
期
に
見
て
い
た
と
思

わ
れ
る
京
都
市
左
京
区
に
流
れ
る
泉
川
、
安
元
の
大
火
出
火
場
所
の
樋
口
富
小

路
な
ど
の
現
在
の
姿
が
写
真
で
楽
し
め
る
の
で
あ
る
。『
方
丈
記
』
関
連
の
写

真
を
み
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
そ
の
場
所
へ
行
き
、『
方
丈
記
』
旅
情
に
浸
り

た
く
な
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
あ
ろ
う
。

　

数
あ
る
写
真
や
絵
の
中
で
、
私
が
一
番
興
味
深
く
感
じ
た
の
は
、
長
明
が
晩

年
過
ご
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
方
丈
庵
内
部
の
復
元
イ
ラ
ス
ト
で
あ
る
。
約

五
・
五
畳
の
広
さ
の
中
に
、
寝
所
、
居
間
、
修
道
の
場
所
と
実
に
機
能
的
に
狭

い
部
屋
を
活
用
し
て
い
た
長
明
。
そ
の
方
丈
庵
で
自
給
自
足
の
生
活
を
し
て
い

た
長
明
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

紹
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本
書
は
全
体
を
通
し
、
説
明
、
解
説
が
平
易
な
言
葉
で
丁
寧
に
さ
れ
て
い
る

の
で
読
み
易
く
、
尚
且
つ
、
文
庫
本
で
あ
る
の
で
持
ち
運
び
易
い
。
来
年
は
二

〇
一
二
年
と
『
方
丈
記
』
成
立
か
ら
八
〇
〇
年
後
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
で

あ
る
。
こ
の
機
会
に
『
方
丈
記
』
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
う
方
に
は
一
読
の
価

値
が
あ
る
一
冊
で
あ
る
。

（
二
〇
一
一
年
十
一
月
十
日
発
行　

二
五
三
頁　

一
〇
〇
〇
円
＋
税　

筑
摩
書

房
）

（
す
ぎ
も
と
・
あ
ゆ
み　

大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
）




